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医療法人彰和会の「彰和（Showa）」と明らかにするという意味の「Show」を合わせて、「Show-a通信」としました。
私たちの仕事をお知らせすることで、消化器科領域の最新医療をお伝えします。

北海道消化器科病院は消化器病分野の最先端治療で地域医療に貢献しています。

広報誌
つ う し んし ょ う わ

高感度・高分解能PETと最先端CTが融合

さらに進んだ画像診断技術で検査時間が半分に
最新型PET‐CT装置を導入



　

当
院
が
5
月
に
導
入
し
た
最
新
型
の

P
E
T
‐
C
T
装
置
は
、
従
来
品
よ
り

も
高
感
度
な
画
質
が
得
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
検
査
時
間
も
半
分
以
下
の
15
～

20
分
ほ
ど
に
短
く
な
り
ま
し
た
。
検
出

器
を
2
分
割
し
て
配
置
し
て
い
る
た

め
、検
査
中
の
視
界
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、

患
者
さ
ん
が
検
査
中
に
感
じ
て
い
た
閉

塞
感
や
不
安
感
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
も
大

き
く
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

P
E
T
装
置
と
C
T
装
置
が
一
体

と
な
っ
た
P
E
T
‐
C
T
装
置
は
、

わ
ず
か
20
分
の
検
査
で

微
細
な
が
ん
を
検
出

P
E
T
画
像
で
得
ら
れ
る
「
が
ん
細
胞

の
活
動
」と
C
T
画
像
で
得
ら
れ
る「
臓

器
の
形
状
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
最
新
技

術
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
確
に
病
変
部
位

や
範
囲
が
診
断
で
き
ま
す
。

　
「
さ
ら
に
進
ん
だ
技
術
に
よ
っ
て
、

患
者
さ
ん
の
体
格
に
よ
る
画
質
差
が
少

な
く
な
り
、
5
㎜
程
度
の
小
さ
な
が
ん

の
検
出
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
病
変

の
さ
ら
な
る
早
期
発
見
、転
移
の
把
握
、

治
療
後
の
経
過
観
察
な
ど
、
一
人
一
人

に
合
っ
た
治
療
方
針
や
治
療
戦
略
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
放
射
線
科

の
安
達
政
一
技
師
は
話
し
ま
す
。

最新型
PET‐CT装置を導入

さらに進んだ画像診断技術で検査時間が半分に

と高感度・高分解能PET
が融合最先端CT

PET‐CT装置はPETとCTが一体型となった画像診断装置で、一度の撮影でPETとCTの両方の画像を

同時に得ることができます。当院では2020年5月にPET単独装置を最新型のPET‐CT装置に更新しま

した。がんの早期発見や病巣の広がりの診断、治療後の経過観察に威力を発揮しています。

【最新型PET‐CT装置のメリット】

■開放空間のある検出器が検査中の閉塞感を軽減

■40分ほどかかっていた検査時間が15～ 20分

に短縮

■体格による画質差が少なく安定した画像を獲得

■ノイズに埋もれがちな5㎜の小さながんも検出

短時間、低投与量、高感度な画質で微細病変を検出

PHILIPS Time-of-Flight方式搭載
PET‐CT（64スライス）装置

消化器



PET‐CT検査の基本的な流れ

CT PET

 PET‐CT検査

CT検査
臓器の形状を
画像化します

PET検査
がん細胞の活動を

画像化します

高感度な2つの画像を重ね合わせる最新技術で
より精度の高い診断ができます

対象疾患

悪性リンパ腫、食道がん、胃
がん（早期胃がんを除く）、
膵がん、胆のう・胆管がん、
肝細胞がん、小腸腫瘍、大腸
がん、原発不明がん、など

X
線
を
被
写
体
の
周
囲
か
ら

当
て
、
得
ら
れ
た
情
報
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
体
の
組
織
や
臓
器

を
輪
切
り
に
し
た
断
面
画
像

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
細
胞
は
正
常
細
胞
の
何

倍
も
の
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込

み
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
と
類
似

す
る
18
F
‐
F
D
G
を
注
射

す
る
と
が
ん
細
胞
に
取
り
込

ま
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
捉
え

て
画
像
化
し
ま
す
。

絶　食
検査の5、6時間前から絶食します。水

や緑茶は摂取可能（糖分を含むものは不可）。

注　射
検査のための薬（18F‐FDG）を静

脈注射します。

安　静
全身に薬が行き渡るまで約1時間、

待機室で安静に過ごします。

撮　影
検査装置に仰向けになり、15 ～

20分過ごします。

※前日の運動は控えてくだ
さい

※検査はごく少量の放射性
医薬品を体内に投与す
るため、わずかに被ば
くします。当院のPET‐
CT装置は通常投与量の
半分ほどで計測が可能な
ため、従来の装置より体
への影響が少なく済みま
す。薬剤は尿と一緒に排
泄されます。

PET‐CT検査は
放射線技師が担当します

PET‐CT融合画像

PET画像 CT画像
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院
内
連
携
を
促
進
す
る

新
体
制

　

医
療
連
携
相
談
室
は
「
入
退
院
支
援
」
を

強
化
す
る
た
め
に
、
2
0
2
0
年
6
月
か
ら

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
看
護
師

1
人
と
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
3
人
、

緩
和
ケ
ア
鍼
灸
師
1
人
に
よ
る
5
人
体
制
で

し
た
が
、
病
棟
経
験
が
豊
富
な
看
護
師
2
人

が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

医
療
相
談
室
室
長
と
病
棟
師
長
を
兼
任
す

る
大
澤
か
ほ
る
看
護
師
は
、「
予
約
入
院
が

決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
に
入
院
前
面
談
を
行

い
、
入
院
前
か
ら
支
援
を
始
め
て
い
ま
す
。

入
院
中
の
ケ
ア
か
ら
退
院
後
の
生
活
へ
と
切

6
月
か
ら
7
人
体
制
で

「
入
院
前
も
退
院
後
も
」

患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
！

Show-a Topics

◦医療費、生活費などの経済的問題

への対応

◦医療、介護など各種制度の案内

◦退院後の療養、介護について支援

相談支援部門

◦地域医療機関との連絡調整

◦病病・病診連携に関する連絡・手

続き

◦紹介患者の診察・検査の予約や管理

◦転院、施設入所、退院などの支援

地域連携部門

◦予定入院患者の身体的・社会的・精

神的背景を含めた患者情報の把握

◦入院中に行われる検査や治療、入

院生活などの説明

◦患者情報を病棟や地域の医療・介

護・福祉機関と共有するなどの支援

入退院支援部門

◦室長（看護師）	 ◦主任（看護師）
◦入退院支援部門専従看護師
◦入退院支援部門専任医療ソーシャルワーカー
◦がん相談専任・緩和ケア担当医療ソーシャルワーカー
◦緩和ケア鍼灸師

医療連携相談室の新体制

地域連携・入退院支援・
相談支援を一元化し

有効な支援をスムーズに

医療連携
相談室

1階カウンターに直接お越しいただく
か、医師・看護師にお申し出ください

月～金	 8：45 ～17：00
　土	 8：45 ～12：00

相談時間

患者さん・ご家族からの相談

れ
目
の
な
い
支
援
を
目
指
せ
る
よ
う
、
院
内

連
携
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。

入
院
前
に
治
療
経
過
と

退
院
後
の
予
測
を
説
明

　　

入
院
前
面
談
の
具
体
的
な
業
務
は
、
入
院

が
決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
、
医
療

連
携
相
談
室
の
メ
ン
バ
ー
が
外
来
で
面
談
を

行
い
、
患
者
さ
ん
の
身
体
的
・
社
会
的
・
精

神
的
背
景
を
伺
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
が
納
得
し
て
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
入
院
中
の
検
査
や
治
療
に
つ
い

て
説
明
し
、
不
安
や
心
配
事
が
あ
れ
ば
解

決
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
退
院

で
き
る
よ
う
、
退
院
後
の
予
測
に
つ
い
て
も

伝
え
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
へ
の
移
行
や
継
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
、
地
域
の
関
係
機
関
と
早
い
段
階
か
ら
連

絡
を
取
り
、
退
院
後
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

医
療
連
携
相
談
室
で
患

者
さ
ん
・
ご
家
族
と
面

談
し
、
手
術
後
や
退
院

後
を
予
測

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

希
望
す
る
生
活
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行

入院決定

◦
病
棟
で
の
ケ
ア
や
退

院
後
の
見
通
し
に
生

か
す

◦
必
要
に
応
じ
て
、
地

域
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
機
関
に
連
絡

入院中退院後

地域の
医療・介護・福祉と

早めにつながり
患者さんを支援

入退院
支援業務の

流れ


